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着衣量と環境温度における温熱的快適条件Ｑ第１報）　温熱的快適性をう

るための着衣量および環境温度を支配する要因

　　　　大阪教育大学　○奥窪朝子　　　山口大医・公衛　酒井恒美

　目的　本研究は、諸要因の影響を考慮した上で、着衣量と環境温度における温熱的､快適

条件を追究することにある。本報では、温熱的に快適な条件にある着衣量および環境温度

の個人差には、いかなる要因が関与するかを明らかにする。

　方法　対象者は学生で、日本人男子、同女子、英国人男子、同女子、熱帯地域からの英

国留学生で滞英期間の短い者( 8ヵ月未満) および長い者いi 0ヵ月以上、平均３年）各25

名、計150 名である。日本人学生についての調査は1980年1 ･ i

および英国留学生についての調査は、1979年２・３月に連合王国Guildford市において実施し

た。調査項目は、勉学時選択している個室の温熱条件（環境温度、相対湿度、気流）、主

観的温熱感覚値C Bedfordスケールｊ、着衣量C cl0値）、着用衣服が快適なものであること

の心理的な条件、皮下脂肪厚などである。データ解析は、数量化理論第１類によった。

　結果　温熱的に快適な条件にある着衣のcl 0値は、他の因子を一定とした上で、①環境温

度が高いほど低い、②皮下脂肪厚が大きいほど低い、⑧着用衣服が快適なものであること

の条件をその温かさに求める度合いが強いほど高い、④男と女では差がない。　⑥日本人の

方が英国人より高い、⑥滞英期間の短い者と長い者では差がない、ことが明らかになった。

一方、環境温度は、①着衣のC 10値が高いほど低い、②皮下脂肪厚が大きいほど低い、⑧

男と女では差がない、④日本人の方が英国人より高い、⑥滞英期間の短い者と長い者では

差がない、ことがわかった。
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　目的　温熱的に快適な条件としての環境温度を、皮下脂肪厚を考慮した上で、着衣量と

の関係において追究する。

　方法　第１報におけると同様である。

　結果　数量化理論第１類による解析の結果に基づいて、皮下脂肪厚を平均値の12. 65iiim

に固定し、温熱的に快適な条件としての環境温度を着衣のcl 0　値との関係において求めた

成績を表1 に示す。皮下脂

肪厚との関係では、それが

3 mm大きくなることによっ

て0. 56℃だけ低くなる。他

の研究者による成績との相

違には、本報の結果が皮下

脂肪厚の影響を考慮したも

のであることが関与してい

ると思われる。

Table 1. Comfort Conditions for Sedentary Persons

Ambient temperature （c）

　Clothing level (clo units)

Ｏ　I 0.5　I 0.75 １　1.0 １　1.5
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